
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県立下松工業高等学校 定時制 

 

校是「愛と正義」 

校是「愛と正義」のもと、歴史と伝統を重んじ、全教育活動をとおして 

地域産業を担う人材を育成する学校 

めざす学校像 

 

育てたい生徒像 

■４年間の実習や放課後・夏休み等を活用した取組 

･ 機械科の専門の基礎･基本となる技術･技能の習得 

･ 実習室の整理整頓、安全に対する意識の啓発 

･ 溶接競技大会出場（７月） 

･ 多くの資格にチャレンジ 

   主な資格試験･･･乙種危険物取扱者 

２級ボイラー技士  

■就労の奨励と安全教育の推進 
･ 就労先との情報交換による連携（随時） 

･ 企業訪問（５月～６月） 

･ 大学、専門学校の進路説明会への参加（随時）  

･ 二輪車安全運転講習会（サマースクール）（７月） 

･ ＫＹＴ（危険予知トレーニング）（５月） 

 

■｢地域に愛され、地域とともにある学校づくり｣の推進 
（コミュニティ・スクールの機能の一層の充実） 

･ 定時制通信の発行・ＨＰの更新による情報発信（毎月） 

･ 笠戸島マリンイカダレース大会出場（８月） 

･ 指定障害者支援施設｢第２しょうせい苑｣訪問（年３回） 

･ 授業（製図・機械設計・原動機）を聴講することが可能 

■部活動、学校行事 
･ 校内マラソン大会（１２月） 

･ 定時制通信制体育大会（部活動：軟式野球､柔道､卓球） 

で全国大会出場をめざす（６月、１０月） 

  

 

 

 

  具体的な取組 

『 凡 事 徹 底 』 

 『凡事徹底』  


